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冗
曲
・
明
曲
に
お
け
る
〈
夢
〉

岡

晴

夫

中
国
元
明
両
代
の
戯
曲
に
、
〈
夢
V
が
ど
の
よ
う
に
取
り
い
れ
ら
れ
描
か
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
ま
ず
二
通
り
の
場
合
の
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
一
つ
は
夢
の
中
で
の
出
来
事
が
、
そ
の
ま
ま
舞
台
上
に
シ

l
ン
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
劇
中
人
物
が
自
分
は
こ
れ
こ
れ

こ
う
い
う
夢
を
見
た
と
い
う
ふ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
台
詞
に
よ
っ
て
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
い
わ
ば
劇
中
劇
的
に
演
じ
ら
れ
る
〈
夢
の
場
V
と
、
後
に
回
想
し
て
言
う
八
夢
語
り
V
の
二
つ
で
あ
る
が
、
八
夢
の
場
V
の
方
は
内
容
か
ら
み

て
、
さ
ら
に
こ
れ
を
次
の
如
く
、

A
か
ら
E
ま
で
の
五
つ
の
型
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

A 

神
仏
の
出
現
（
神
仏
あ
る
い
は
仙
人
道
士
が
現
わ
れ
る
）

B 

亡
霊
の
出
現
（
す
で
に
死
ん
だ
者
の
霊
魂
が
現
わ
れ
る
）

c 

思
い
人
の
到
来
（
心
に
慕
わ
し
く
恋
し
く
思
っ
て
い
る
人
物
が
現
わ
れ
る
）

あ
る
予
兆
と
し
て
の
出
来
事
（
後
に
起
る
事
件
や
事
態
を
、
予
告
・
暗
示
す
る
よ
う
な
出
来
事
が
お
こ
る
）

D E 

そ
の
他
（
以
上
の
四
つ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
ぬ
も
の
）
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ま
た
八
夢
語
り
〉
の
方
で
は
、

A 

単
に
夢
を
回
想
し
て
語
る
だ
け
の
場
合
。

B 

夢
語
り
し
た
後
に
、
人
を
招
い
て
そ
の
夢
を
解
釈
し
吉
凶
を
占
っ
て
も
ら
う
「
夢
占
の
場
」
が
附
随
し
て
い
る
場
合
。

の
二
つ
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

実
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
例
が
あ
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
数
字
を
挙
げ
て
み
る
な
ら
ば
、
元
代
雑
劇
に
つ
い
て
は
、
「
一
五
曲
選
」
百
種
お
よ
び
「
元

曲
選
外
編
」
六
十
二
種
の
、
計
百
六
十
二
種
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
結
果
、
〈
夢
の
場
〉
は
全
部
で
二
十
九
例
（
A
十
一
例
・

B
六
例
・

C
六
例
・

D
四
例
・

（

1
》

E
二
例
）
、
八
夢
語
り
V

は
十
例
（
A
八
例
・

B
二
例
）
と
な
る
。
一
方
、
明
代
伝
奇
に
つ
い
て
は
、
「
六
十
種
曲
」
を
対
象
に
し
て
み
て
八
夢
の
場
V
十
八

例
（
A
八
例
・

B
二
例
・

C
四
例
・

D
二
例
・

E
二
例
）
、
〈
夢
語
り
〉
二
十
四
例
（
A
十
五
例
・

B
九
例
）
を
数
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
の
分
類
に
従
っ
て
、
こ
れ
ら
を
ひ
と
通
り
簡
単
に
説
明
し
て
み
よ
う
。

I 

元
曲
に
お
け
る
八
夢
の
場
V
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A 

① 

「
看
銭
奴
」
第
一
折
（
十
曲
）

買
仁
（
浄
）
が
東
岳
霊
派
侯
廟
へ
詣
で
て
ま
ど
ろ
む
と
、
夢
に
霊
派
侯
（
外
）
が
現
わ
れ
、
増
福
神
（
正
末
）
に
命
じ
て
買
仁
を
訊
問
さ
せ
た
結
果
、
期
限

つ
き
で
彼
に
福
を
貸
し
与
え
る
、
と
約
束
す
る
。
こ
の
夢
の
場
で
は
、
歌
十
曲
が
う
た
わ
れ
る
。
（
カ
ッ
コ
の
中
の
曲
数
は
、
そ
の
場
で
う
た
わ
れ
る
曲
牌
数

を
示
す
。
以
下
同
じ
。
）

「
寛
家
債
主
」
第
四
折
（
五
曲
）

張
善
友
（
正
末
）
の
夢
に
閤
神
が
現
わ
れ
、
乞
僧
・
福
僧
と
い
う
こ
人
の
子
供
と
、
妻
（
卜
児
）
と
に
ひ
き
あ
わ
さ
れ
て
、
因
果
応
報
の
す
べ
て
を
悟
る
。

② ③ 

「
度
柳
翠
」
第
二
折
（
二
曲
）

柳
翠
（
旦
児
）
の
夢
に
閤
神
（
外
）
が
現
わ
れ
、
彼
女
が
聖
僧
を
撮
し
た
の
で
、
牛
頭
鬼
力
（
浄
）
に
捉
え
さ
せ
斬
り
す
て
る
よ
う
に
命
ず
る
。
月
明
和
尚



（
正
末
）
が
こ
れ
を
救
お
う
と
す
る
が
、
閤
神
は
ど
う
し
て
も
許
せ
な
い
と
し
て
詰
め
寄
っ
て
く
る
。

「
東
披
夢
」
第
二
折
J
第
三
折
（
十
四
曲
）

蘇
東
披
（
外
）
が
酔
っ
て
ね
る
と
、
仏
印
（
第
二
折
正
末
）
は
花
聞
の
四
友
（
日
一
児
）
を
よ
ん
で
、
夢
の
中
で
東
披
を
誘
惑
さ
せ
る
。
女
は
歌
い
舞
っ
て
東

披
を
酔
わ
せ
る
が
、
松
神
（
第
三
折
正
末
）
が
現
わ
れ
、
彼
女
ら
を
追
い
か
え
ず
。

④ 

「
劉
行
首
」
第
三
折

劉
行
首
（
日
一
）
が
ま
ど
ろ
む
と
、
東
岳
神
（
正
末
）
が
現
わ
れ
、
ま
だ
悟
ら
ぬ
か
早
く
師
に
従
っ
て
解
脱
す
る
よ
う
に
、
と
言
っ
て
彼
女
を
悟
す
。

⑤ 

「
貰
梁
夢
」
第
一
折
J
第
四
折
（
三
十
九
曲
）

目
洞
賓
（
外
）
が
鍾
離
（
正
末
）
に
出
家
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
夢
を
通
し
て
つ
い
に
悟
り
を
開
く
願
末
を
描
く
。

⑥ 

「
竹
葉
舟
」
第
一
折

t
第
三
折
（
二
十
七
曲
）

陳
季
卿
（
沖
末
）
が
呂
洞
賓
（
正
末
）
に
よ
っ
て
、
夢
を
通
し
済
度
さ
れ
る
こ
と
を
演
ず
る
。
多
分
に
「
貰
梁
夢
」
を
模
倣
し
て
い
る
。

⑦ 
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附
「
降
桑
植
」
第
二
折
（
二
曲
半
）

察
順
（
正
末
）
の
夢
に
、
増
福
神
が
門
神
以
下
六
神
を
伴
な
っ
て
現
わ
れ
、
彼
の
孝
心
に
感
じ
、
病
い
の
母
親
の
求
め
る
桑
の
実
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
す

る
。
夢
さ
め
れ
ば
、
果
し
て
冬
の
さ
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
奇
蹟
が
あ
る
。

ハ『
u

増
福
神
と
土
地
神
が
劉
弘
（
正
末
）
の
夢
に
現
わ
れ
、
彼
の
寿
命
を
の
ば
し
、
後
嗣
を
授
け
て
こ
れ
に
官
位
を
与
え
る
と
約
束
す
る
。

「
劉
弘
嫁
縛
」
第
三
折
（
二
曲
）

「
昇
仙
夢
」
第
二
折

i
第
三
折
（
十
三
曲
）
、
第
四
折
（
五
曲
）

柳
景
陽
（
正
末
）

ιそ
の
妻
陶
氏
（
旦
）
が
、
な
か
な
か
悟
り
を
聞
か
ぬ
の
で
、
呂
純
陽
は
夢
の
中
で
二
人
を
賊
（
邦
老
）
に
ひ
き
会
わ
せ
、
彼
ら
を
殺
さ

UOl 

せ
る
。
そ
こ
で
や
っ
と
悟
る
。
第
四
折
で
は
、
柳
陶
の
前
身
で
あ
る
柳
桃
二
神
が
、
夢
中
に
再
び
彼
ら
を
殺
し
、
真
の
仙
人
に
成
ら
し
め
る
。

O
右
の
う
ち
、
①
②
③
④
お
よ
び
問
問
は
仏
教
劇
、
⑤
⑥
⑦
お
よ
び
仰
は
道
教
劇
。
な
お
、
①
か
ら
⑦
ま
で
は
「
元
曲
選
」
で
、
マ
ル
で
囲
ん
だ
数
字
で
示



し
、
聞
か
ら
仰
は
「
元
曲
選
外
編
」
で
、
数
字
を
カ
ッ
コ
の
中
に
入
れ
て
示
す
。
以
下
こ
れ
に
準
ず
る
。

B 

① 

「
神
奴
児
」
第
二
折
（
四
曲
）

院
公
（
正
末
）
の
夢
に
神
奴
児
の
魂
が
現
わ
れ
て
、
叔
母
に
殺
さ
れ
溝
に
う
ず
め
ら
れ
た
と
告
げ
る
。

「
畏
天
塔
」
第
一
折
（
八
曲
）

楊
景
（
沖
末
）
が
睡
る
と
、
楊
令
公
（
正
末
）
と
楊
七
郎
（
外
）
の
魂
が
現
わ
れ
、
殺
さ
れ
た
い
き
さ
つ
と
、
そ
の
後
に
受
け
て
い
る
辱
か
し
め
に
つ
い
て

② 

語
り
、
早
く
助
け
に
来
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
。

③ 

「
活
張
難
黍
」
第
二
折
（
五
曲
）

活
巨
卿
（
正
末
）
の
夢
に
張
元
泊
（
沖
末
）
が
現
わ
れ
、
自
分
が
す
で
に
死
ん
だ
こ
と
を
告
げ
て
、
老
母
と
妻
子
を
よ
ろ
し
く
頼
む
と
い
う
。

④ 
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「
賓
蛾
寛
」
第
四
折
（
二
曲
）

賓
天
章
（
沖
末
）
が
ま
ど
ろ
む
と
、
娘
費
蛾
（
正
旦
）
の
魂
が
現
わ
れ
、
父
親
の
天
章
に
会
っ
て
泣
く
。
天
章
も
ま
た
泣
い
た
と
こ
ろ
で
目
が
醒
め
る
。

同
「
東
宮
事
犯
」
第
三
折
（
十
四
曲
）

秦
檎
の
手
に
か
か
っ
て
殺
害
さ
れ
た
岳
飛
（
正
末
）
・
張
憲
・
岳
雲
等
三
人
の
魂
が
、
高
宗
の
夢
枕
に
立
っ
て
究
を
訴
え
る
。

円。
塞
光
（
正
末
）
の
魂
が
、
宣
帝
の
夢
に
託
し
て
、
雲
山
・
塞
再
の
謀
叛
の
こ
と
を
し
ら
せ
る
。

「
塞
光
鬼
諌
」
第
四
折
（
六
曲
）

間
「
費
赴
夢
」
第
四
折
（
六
曲
？
）

張
飛
（
正
末
）
と
関
公
両
人
の
魂
が
、
局
主
劉
備
の
夢
に
託
し
て
菟
を
訴
え
る
。

c 

① 

「
漢
宮
秋
」
第
四
折



元
帝
（
正
末
）
の
、
ふ
し
ま
ど
ろ
ん
だ
夢
に
、
昭
君
（
旦
）
が
逃
げ
帰
っ
て
く
る
。
す
ぐ
後
に
番
卒
が
追
っ
て
来
て
、
彼
女
を
と
ら
え
て
つ
れ
去
る
、
と
見

て
驚
き
醒
め
る
。

「
梧
桐
雨
」
第
四
折
（
vn曲）

玄
宗
（
正
末
）
が
ま
ど
ろ
む
と
、

t

楊
貴
妃
（
旦
）
が
あ
ら
わ
れ
長
生
殿
に
宴
を
は
っ
て
出
御
を
乞
う
。
玄
宗
は
梨
園
の
弟
子
に
、
準
備
す
る
よ
う
命
じ
た
と

② 

こ
ろ
で
目
が
醒
め
る
。

「
情
女
離
魂
」
第
三
折
（
一
曲
）

別
れ
た
玉
文
挙
の
身
を
案
じ
つ
つ
、
伏
し
ま
ど
ろ
ん
だ
情
女
（
正
旦
）
の
夢
に
、
文
挙
が
あ
ら
わ
れ
、
官
位
を
得
た
こ
と
を
告
げ
て
、
去
る
。

③ ④ 

「
楊
州
夢
」
第
二
折
（
二
曲
）

社
牧
（
正
末
）
は
、
ひ
そ
か
に
思
い
を
寄
せ
る
張
好
好
（
旦
）
が
、
四
人
の
女
と
共
に
来
る
の
を
夢
み
る
。
女
た
ち
は
歌
を
う
た
い
、

一
緒
に
酒
を
の
む
。

-5-

F
h
u
 

草
橋
の
里
で
の
夜
、
張
君
瑞
（
末
）
の
夢
の
中
に
、
恋
し
い
鷺
々
が
訪
れ
て
来
る
が
、
す
ぐ
後
を
追
っ
て
き
た
兵
卒
た
ち
に
よ
っ
て
、
又
さ
ら
わ
れ
て
行

「
西
廟
記
」
第
四
本
第
四
折
（
十
曲
）

く
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
驚
き
覚
め
る
。

(61 

「
雲
歯
夢
」
第
三
折
（
四
曲
）

洛
陽
に
売
ら
れ
て
き
た
妓
女
の
鄭
月
蓮
（
正
旦
）
は
、
中
秋
の
夜
、
恋
人
の
張
均
卿
（
生
）
が
訪
れ
て
く
る
の
を
夢
見
る
。

「
蜘
蝶
夢
」
第
二
折

包
待
制
（
外
）
が
夢
の
中
で
、
裏
庭
へ
出
て
み
る
と
、
蜘
妹
の
巣
に
一
匹
の
蝶
が
ひ
っ
か
か
る
の
を
見
た
が
、
大
き
な
蝶
が
飛
ん
で
来
て
そ
れ
を
救
う
。
ま

た
別
の
小
さ
な
蝶
が
ひ
っ
か
か
っ
た
の
に
、
今
度
は
た
す
け
よ
う
と
し
な
い
の
で
、
包
が
み
ず
か
ら
そ
の
蝶
を
放
し
て
や
る
。
こ
の
夢
の
場
は
、
包
待
制
の
せ

り
ふ
と
し
ぐ
さ
だ
け
で
行
わ
れ
る
一
人
芝
居
で
あ
る
。

D 
① 



② 

「
珠
砂
担
一
」
第
一
折
（
二
曲
半
）

た
と
こ
ろ
、

王
文
用
（
正
末
）
が
は
た
ご
や
で
悪
夢
を
み
る
。
｜
｜
部
屋
か
ら
出
る
と
花
園
が
あ
り
、
色
と
り
ど
り
の
美
し
い
花
が
咲
い
て
い
る
。
一
枝
手
折
ろ
う
と
し

ハ
ラ
ハ
ラ
と
散
っ
て
い
く
の
で
驚
い
て
い
る
と
、
そ
こ
へ
悪
漢
（
浄
）
が
や
っ
て
来
て
、
文
用
を
ひ
っ
捉
え
殺
し
て
し
ま
う
。
詳
細
後
出
。

③ 

「
盆
児
鬼
」
第
一
折
（
七
曲
）

楊
同
用
（
正
末
）
が
夢
に
花
園
へ
出
る
と
、
花
聞
に
酒
食
が
し
つ
ら
え
で
あ
る
の
で
、
勝
手
に
杯
を
か
さ
ね
、
帰
り
が
け
に
花
を
手
折
っ
た
と
こ
ろ
、
悪
漢

が
あ
ら
わ
れ
彼
の
髪
を
つ
か
み
万
を
ふ
り
上
げ
た
。
そ
こ
へ
一
官
人
（
孤
）
が
止
め
に
入
り
、
悪
漢
を
つ
れ
去
っ
て
い
く
。

④ 

「
掲
玉
蘭
」
第
一
折
（
二
曲
）

漏
玉
蘭
（
正
旦
）
が
船
の
中
で
、
万
を
手
に
し
て
し
の
び
込
ん
で
き
た
悪
漢
（
浄
）
に
よ
っ
て
、
追
い
か
け
ら
れ
殺
さ
れ
る
悪
夢
を
み
る
。

E 

① 

「
醇
仁
貴
」
第
一
折
J
第
二
折
（
八
曲
）

- 6 ー

醇
仁
貴
（
沖
末
）
は
夢
の
中
で
、
十
年
ぶ
り
に
故
郷
へ
帰
っ
て
行
く
。
父
親
（
正
末
）
が
親
不
孝
者
め
と
怒
る
の
を
、
母
親
（
ト
児
）
が
な
だ
め
る
。
そ
こ

へ
張
土
貴
（
浄
）
が
家
来
と
共
に
仁
貴
を
捕
え
に
来
て
、
彼
を
ひ
き
た
て
て
行
く
。

q
L
 

「
荘
周
夢
」
第
一
折

酔
い
臥
し
た
荘
周
（
生
）
の
夢
に
、
糊
蝶
の
精
（
醐
蝶
仙
子
）
が
あ
ら
わ
れ
、
舞
い
を
ま
っ
て
か
ら
姿
を
消
す
。

II 

元
曲
に
お
け
る
〈
夢
語
り
V

A 

① 

「
繍
湘
雨
」
第
四
折

張
天
覚
（
末
）
｜
｜
娘
の
翠
驚
を
夢
見
た
と
語
る
。
詳
細
後
出
。

② 

「
来
生
債
」
第
一
折



磨
博
士
（
浄
）

l
l躍
居
士
（
正
来
）
に
恵
ん
で
も
ら
っ
た
金
を
返
し
に
来
て
語
る
。
懐
に
入
れ
て
寝
る
と
他
人
に
強
奪
さ
れ
る
夢
、
か
ま
ど
の
灰
の
中
に

か
く
す
と
火
事
に
な
る
夢
、
水
が
め
の
中
に
入
れ
る
と
大
水
が
出
る
夢
を
見
た
、
と
。

「
盆
児
鬼
」
第
一
折
、
第
二
折

盆
確
越
（
浄
）

l
l第
一
折
で
は
、
若
者
を
殺
そ
う
と
す
る
と
、

③ 

一
老
人
が
ひ
き
と
め
る
夢
を
み
た
と
い
う
。
第
二
折
で
は
、
楊
国
用
を
殺
し
て
か
ら
悪
夢

に
悩
ま
さ
れ
ど
う
し
だ
と
語
る
。

(4) 

「
伊
予
耕
幸
」
第
一
折

越
淑
女
（
旦
児
）

l
l不
思
議
な
夢
を
見
て
懐
妊
し
た
次
第
を
語
る
。

「
風
雲
会
」
第
一
折

F
h
u
 

越
普
ー
ー
か
つ
て
の
夢
の
故
事
を
語
る

Q

後
に
徴
あ
り
越
匡
胤
が
天
下
を
と
る

Q

ρ
0
 

李
嗣
源
（
外
）
』
｜
｜
不
思
議
な
夢
を
み
た
た
め
、
周
総
管
に
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

一
良
将
を
得
る
だ
ろ
う
と
い
う
答
’
H

ん
だ
っ
た
、
と
の
次
第
を
語
る

Q
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「
五
侯
宴
」
第
二
折

「
飛
万
対
箭
」
第
一
折

可
t

徐
機
公
（
沖
末
）

l
l不
思
議
な
夢
を
み
た
王
が
自
分
に
占
わ
せ
た
の
で
、

。
凶
以
下
は
「
元
曲
選
外
編
」
本
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
摩
詞
不
思
議
な
夢
で
あ
り
、
「
元
曲
選
」
の
方
に
は
こ
う
い
う
性
格
の
夢
は
み
え
な
い
。
中
で
も

附

mは
〈
夢
語
り
V
で
は
あ
る
が
そ
の
中
に
夢
占
を
も
含
ん
で
い
る
。

一
良
将
を
得
る
と
解
い
て
申
し
あ
げ
た
、
と
語
る
。

B 

ω
「
存
孝
打
虎
」
第
二
折

李
克
用
が
、
夢
語
り
を
し
た
後
、
将
軍
の
周
徳
威
を
呼
ん
で
夢
判
じ
を
さ
せ
る
。
周
は
一
良
将
を
得
る
と
判
じ
る
。

つ臼

「
智
勇
定
斉
」
第
一
折



斉
公
子
は
自
分
の
み
た
夢
を
、
初
め
中
大
夫
合
眼
虎
（
浄
）
に
、
つ
づ
い
て
上
大
夫
妻
嬰
（
外
）
に
占
わ
せ
る
。
曇
嬰
は
、
良
き
配
偶
者
を
得
ら
れ
る
と
解
く
。

。
こ
う
い
っ
た
〈
夢
占
の
場
〉
は
、
後
に
説
く
よ
う
に
明
曲
の
方
に
特
に
多
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
は
性
格
上
明
曲
に
近
い
と
い
え
々
。

III 

明
曲
に
お
け
る
〈
夢
の
場
V

A 

① 

「
琵
琶
記
」
第
二
十
七
働
H

感
格
墳
成
H

（
ニ
曲
）

ひ
と
り
で
土
を
運
び
勇
姑
の
墳
墓
を
つ
く
る
越
五
娘
〈
旦
）
が
、
疲
れ
て
ま
ど
ろ
む
と
山
神
（
外
）
が
現
わ
れ
、
彼
女
の
孝
心
に
感
じ
て
、
白
猿
使
者
（
浄
）

黒
虎
将
軍
（
丑
）
の
両
人
に
命
じ
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
墳
墓
を
完
成
さ
せ
る
。

「
種
玉
記
」
第
二
働
H

贈
玉
H

震
仲
儒
（
生
）
の
夢
に
、
寿
星
（
末
）
福
星
（
小
生
）
禄
星
（
丑
）
、
が
現
わ
れ
、
彼
の
将
来
の
栄
達
を
予
告
し
て
、
玉
器
三
件
を
与
え
る
。
目
ざ
め
て
み
る

② ③ 

「
玉
決
記
」
第
二
十
五
働
H

夢
神
H
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と
、
果
し
て
こ
れ
ら
の
玉
器
が
机
の
上
に
あ
る
。

張
安
国
（
浄
）
に
身
を
汚
さ
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
た
秦
氏
（
旦
）
が
、
み
守
す
か
ら
首
を
く
く
っ
て
死
ぬ
と
、
英
霊
廟
神
（
外
）
が
現
わ
れ
、
鯨
波
使
者
（
浄
）

に
命
じ
て
彼
女
を
蘇
生
せ
し
め
る
。

「
尋
親
記
」
第
十
五
駒
H

託
夢
H

（
二
曲
）

護
送
役
人
（
末
）
が
ね
む
る
と
、
金
山
大
王
神
が
あ
ら
わ
れ
、
護
送
の
罪
人
周
羽
（
生
）
は
究
罪
で
あ
る
か
ら
殺
し
て
は
い
け
な
い
と
告
げ
、
ま
た
一
緒
に

ね
て
い
た
周
羽
に
は
、
後
に
寛
罪
晴
れ
て
回
向
す
る
と
語
る
。

④ ⑤ 

「
焚
香
記
」
第
二
十
六
働
H

陳
情
H

男
の
背
信
を
訴
え
て
ま
ど
ろ
ん
だ
致
桂
英
（
旦
）
の
夢
に
、
廟
神
が
あ
ら
わ
れ
て
、
陽
寿
が
つ
き
た
な
ら
ば
姻
縁
を
明
ら
か
に
し
て
や
ろ
う
と
言
う
。

⑥ 

「
紅
払
記
」
第
四
働
仰
天
開
良
佐
H



李
靖
（
生
）
が
西
岳
大
王
朝
で
卦
を
立
て
う
た
た
ね
を
す
る
と
、
廟
神
が
あ
ら
わ
れ
て
彼
の
将
来
を
予
告
す
る
詞
を
吟
じ
て
聞
か
せ
る
。

「
鳴
鳳
記
」
第
八
働
H

仙
遊
祈
夢
H

都
応
龍
（
生
）
林
潤
（
小
生
）
孫
歪
揚
（
末
）
の
三
人
は
、
か
な
ら
ず
夢
告
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
福
建
の
仙
遊
へ
赴
い
て
、
そ
こ
の
廟
内
に
宿
泊

す
る
と
、
は
た
し
て
金
甲
神
（
浄
）
が
現
わ
れ
、
お
の
お
の
に
三
言
四
句
の
霊
言
を
与
え
る
。

⑦ 

「
金
蓮
記
」
第
三
十
働
H

同
夢
H

（
二
曲
）

蘇
轍
・
黄
太
史
・
秦
侍
郎
の
三
人
が
ね
む
る
と
、
夢
に
五
戒
禅
師
（
生
）
が
あ
ら
わ
れ
る
。
起
き
て
師
を
迎
え
れ
ぽ
、
霊
妙
な
る
歌
を
う
た
っ
て
聞
か
せ
て

姿
を
け
す
。
三
名
が
夢
を
同
じ
く
す
る
不
思
議
に
驚
ろ
く
。

B c 

⑧ 

「
玉
瑛
記
」
第
三
十
一
働
H

索
命
H

（
三
曲
）

毒
殺
し
た
磐
喜
（
浄
）
の
亡
霊
が
、
李
娼
奴
（
小
旦
）
の
夢
に
あ
ら
わ
れ
、
鬼
卒
（
丑
）
と
共
に
彼
女
の
命
を
も
と
め
る
。

① 
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「
義
侠
記
」
第
十
七
働
H

悼
亡
H

殺
害
さ
れ
た
武
大
（
小
丑
）
の
魂
が
、
武
松
（
生
）
の
夢
枕
に
立
つ
。
詳
細
後
出
。

② 

「
還
魂
記
」
第
十
働
H

驚
夢
H

（
三
曲
）

杜
麗
娘
（
旦
）
は
牡
丹
亭
で
柳
夢
梅
（
生
）
を
夢
み
る
。
詳
細
後
出
。

① ② 

「
西
楼
記
」
第
二
十
働
H

錯
夢
H

（
十
一
曲
）

子
叔
夜
（
生
）
は
夢
の
中
で
、
素
徽
に
会
い
に
行
く
。
詳
細
後
出
。

「
春
蕪
記
」
第
十
四
駒
内
定
潜
H

亙
山
の
神
女
（
小
旦
）
は
、
楚
の
裏
王
（
小
生
）
が
自
分
を
懐
か
し
ん
で
く
れ
た
の
で
、
仙
女
二
人
を
ひ
き
つ
れ
て
、
そ
の
夢
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
。

③ 



「
懐
呑
記
」
第
十
働
H

蘭
閏
復
命
H

買
充
の
三
女
午
組
（
旦
）
が
、
恋
人
の
韓
生
を
夢
み
る
。
詳
細
後
出
。

④ 

D 

「
運
聾
記
」
第
二
十
八
働
H

夢
日
環
営
H

（
二
曲
）

丞
相
王
敦
（
浄
）
の
夢
に
、
膏
主
（
小
生
）
が
軍
勢
を
ひ
き
つ
れ
て
現
わ
れ
、
彼
の
軍
営
を
包
囲
す
る

Q

王
敦
は
赤
日
が
軍
営
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
と
見
て

① 

驚
き
目
覚
め
、
ト
者
郭
瑛
（
外
）
を
呼
ん
で
夢
解
き
を
さ
せ
る
が
、
凶
兆
と
い
う
判
断
に
怒
り
こ
れ
を
殺
す
。
つ
ま
り
夢
占
の
場
が
後
に
附
随
し
て
い
る
。

「
四
賢
記
」
第
二
十
四
働
H

夢
警
H

（
二
曲
）

許
益
（
外
）
が
友
人
鳥
古
孫
潤
甫
を
な
つ
か
し
み
つ
つ
ま
ど
ろ
む
と
、
鬼
卒
（
浄
・
丑
）
に
追
わ
れ
て
潤
甫
が
現
わ
れ
、
益
に
か
く
ま
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼

② 

ん
で
消
え
る
。
益
は
み
ず
か
ら
こ
の
夢
解
き
を
す
る
。

② 

「
郎
都
記
」
第
四
働
H

入
夢
H

J

第
二
十
九
酌
H

生
嬉
H

「
南
拘
記
」
第
十
働
H

就
徴
H

J

第
四
十
二
働
H

尋
鰭
“
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E 

① 
右
二
作
と
も
唐
代
伝
奇
に
基
づ
き
、
前
者
は
童
生
の
夢
、
後
者
は
淳
子
努
の
夢
を
描
く
。
ど
ち
ら
も
夢
の
中
で
の
世
界
が
す
な
わ
ち
戯
曲
の
世
界
で
あ
っ

て
、
夢
か
ら
醒
め
た
と
き
に
戯
曲
も
終
る
、
と
い
う
特
殊
な
構
成
で
あ
る
。
（
曲
数
は
省
略
す
る
。
）

IV 

明
曲
に
お
け
る
〈
夢
語
り
V

A 

「
刑
叙
記
」
第
二
十
五
働

H

発
水
H

銭
安
撫
（
外
）
｜
｜
夢
に
神
が
あ
ら
わ
れ
、

① 

一
節
婦
が
河
へ
身
投
げ
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
救
う
よ
う
に
と
言
う
。
（
初
め
に
一
不
す
人
物
名
は
〈
夢
語
り
〉
を

す
る
人
。
下
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。
）



「
焚
香
記
」
第
三
十
働
H

回
生
H

謝
恵
徳
（
外
）
’
｜
｜
娘
桂
英
は
回
生
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
青
牛
道
師
に
た
の
む
よ
う
に
、
と
い
う
海
神
の
告
げ
が
あ
る
。

② ③ 

「
飛
丸
記
」
第
十
二
働
H

憐
儒
脱
難
H

玉
英
（
旦
）
｜
｜
易
生
を
救
う
よ
う
に
、
も
し
救
わ
な
け
れ
ば
禍
い
が
至
る
で
あ
ろ
う
、
と
夢
の
告
げ
が
あ
る
。

第
二
十
五
働

H

誓
盟
牛
女
H

張
婿
々

l
l明
日
一
秀
才
が
岸
辺
に
い
る
、
こ
の
秀
才
と
厳
小
姐
と
は
姻
縁
の
あ
る
仲
で
あ
る
、
と
土
地
神
の
告
げ
が
あ
る
。

④ 

同
前

「
繍
補
記
」
第
五
働
H

載
装
遺
試
H

鄭
夫
人
（
日
己
｜
｜
息
子
元
和
の
将
来
を
暗
示
す
る
詩
を
、
神
よ
り
賜
う
。

⑤ 

「
曇
花
記
」
第
五
十
二
制
H

菩
薩
降
凡
H

衛
徳
菜
（
日
己
｜
｜
土
地
神
か
ら
過
去
の
真
実
を
説
き
明
か
さ
れ
、
霊
照
菩
薩
の
降
臨
が
あ
る
と
告
げ
ら
れ
る
。

⑥ 
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⑦ 

「
還
魂
記
」
第
二
働
H

言
懐
H

柳
夢
梅
（
生
）
｜
｜
4

夢
の
中
で
花
園
へ
行
く
と
、
梅
の
花
の
下
に
一
美
人
が
い
て
、
あ
な
た
と
は
姻
縁
が
あ
る
、
と
告
げ
ら
れ
る
。

「
鳴
鳳
記
」
第
十
八
駒
H

林
公
避
兵
川

林
潤
（
小
生
）
｜
｜
倭
夷
が
お
そ
ろ
し
い
様
子
で
攻
め
来
り
、
婦
女
が
さ
ら
わ
れ
て
行
く
の
を
夢
み
る
。

③ 

「
玉
響
記
」
第
二
十
六
働
H

相
寛
H

妙
常
（
旦
）

1

1
滞
郎
が
状
元
及
第
し
た
と
い
う
報
せ
を
受
け
た
夢
を
み
る
。

⑨ ＠ 

「
焚
香
記
」
第
五
働
H

允
譜
H

謝
恵
徳
（
外
）

l
1
l
昨
夜
の
夢
に
聞
い
た
、
自
分
と
縁
の
あ
る
客
人
が
今
日
た
や
す
ね
て
来
る
、
と
。

＠ 

「
東
郭
記
」
第
三
十
九
働

H

妻
妾
之
奉
H



田
氏
（
旦
）
｜
｜
昨
夜
は
夫
が
自
分
を
迎
え
に
来
て
く
れ
た
夢
を
見
た
、
と
語
る
。

「
荊
叙
記
」
第
三
十
五
働
H

時
紀
“

王
十
朋
（
生
）
・
｜
｜
妻
が
自
分
の
た
も
と
を
と
っ
て
、
あ
な
た
と
は
憂
い
ば
か
り
を
と
も
に
し
て
い
る
、
と
怨
み
ご
と
を
言
う
の
を
夢
み
た
と
語
る
。

⑮ 

「
四
喜
記
」
第
二
十
七
働
H

泥
金
報
捷
H

試
験
を
う
け
に
行
っ
た
兄
弟
か
ら
の
報
せ
を
待
っ
て
い
る
と
、
侍
女
の
紅
呑
が
、
弟
が
頭
を
兄
に
切
ら
れ
る
夢
を
み
た
と
語
る

Q

＠
「
種
玉
記
」
第
四
働
H

夢
俊
H

愈
氏
（
小
且
）
は
、
玉
払
を
手
に
し
た
若
者
が
、
あ
な
た
と
は
末
長
く
添
い
と
げ
る
、
と
言
う
の
を
夢
み
る
。
母
親
の
方
も
、
同
じ
若
者
が
自
分
は
あ
な
た

の
娘
婿
だ
、
と
い
う
の
を
夢
に
み
た
と
語
る
。

⑮ 

「
還
魂
記
」
第
十
二
鋤
H

尋
夢
H

第
十
働
H

驚
夢
H

の
後
を
う
け
、
牡
丹
亭
で
の
夢
の
歓
会
を
な
つ
か
し
む
杜
麗
娘
が
、
そ
の
あ
と
を
た
ず
ね
て
回
想
す
る
。
詳
細
後
出
。

⑮ 
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。
①
か
ら
⑥
ま
で
は
、
夢
に
神
か
ら
お
告
げ
を
賜
う
、
神
託
を
得
る
と
い
う
例
。
⑦
か
ら
⑬
ま
で
は
、
夢
に
何
ら
か
の
兆
候
や
予
告
・
暗
示
が
あ
る
と
い
う

例
で
あ
る
。

B 

① 

「
涜
紗
記
」
第
二
十
八
働
H

見
王
H

② 

同
前

第
三
十
二
働
H

諌
父
H

呉
王
（
浄
）
は
、
自
分
の
み
た
不
思
議
な
夢
を
、
ま
ず
太
宰
大
夫
（
丑
）
に
占
わ
せ
、
次
に
公
孫
聖
と
い
う
隠
者
を
招
い
て
解
釈
さ
せ
る
。
詳
細
後
出
。

「
精
忠
記
」
第
十
三
働
H

兆
夢
H

岳
飛
の
母
（
老
且
）
が
不
思
議
な
夢
を
み
た
の
で
、
卜
者
（
丑
）
を
招
い
て
判
じ
て
も
ら
う
と
、
凶
兆
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
を
疑
っ
て
、
さ
ら
に
二
人
の

③ 

道
土
（
浄
・
丑
）
を
招
い
て
占
わ
せ
る
と
、
こ
ん
ど
は
吉
祥
如
意
と
い
う
。



④ 

同
前

第
十
四
働
H

説
偏
H

岳
飛
（
生
）
が
金
山
寺
に
た
ち
寄
り
、
住
持
の
道
月
和
尚
に
会
っ
て
夢
の
話
し
を
す
る
と
、
和
尚
は
そ
れ
を
解
い
て
必
ず
災
い
が
降
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
。

「
八
義
記
」
第
十
七
働
H

挙
家
兆
夢
H

越
盾
（
外
）
越
朔
（
生
）
膏
侯
女
（
旦
）
程
嬰
（
末
）
春
来
（
占
）
等
一
族
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
不
思
議
な
夢
を
み
る
。
卜
者
（
丑
）
を
呼
ん
で
判
断
し
て
も

⑤ 

ら
う
と
、
す
べ
て
未
来
を
予
見
し
た
凶
と
出
る
。

「
運
聾
記
」
第
二
十
一
ニ
働
H

折
翼
著
夢
H

陶
侃
（
生
）
が
柳
神
仙
（
丑
）
を
招
い
て
夢
を
占
っ
て
も
ら
う
。
詳
細
後
出
。

⑥ 

「
紫
叙
記
」
第
四
十
九
働
H

暁
歯
固
夢
H

病
中
の
富
小
玉
（
旦
）
が
一
人
物
か
ら
小
さ
な
軽
を
与
え
ら
れ
た
夢
を
み
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
飽
四
娘
が
、
軽
は
詣
で
必
ず
相
手
の
男
と
重
詣
連
理
す
る
だ

⑦ 

「
義
侠
記
」
第
三
十
一
働
H

解
夢
μ

武
松
の
許
嫁
買
氏
（
日
一
）
と
そ
の
母
親
貌
氏
（
老
E
）
の
二
人
が
夢
を
見
た
の
で
、
道
始
を
呼
ん
で
来
て
判
断
し
て
も
ら
う
。
ど
ち
ら
も
吉
夢
と
解
く
。

⑧ 
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ろ
う
と
夢
判
断
す
る
。

「
隻
珠
記
」
第
三
十
四
働
H

因
詩
賜
配
H

王
慧
姫
（
貼
）
が
劉
鄭
二
姐
（
老
旦
・
旦
）
に
、
夢
判
断
し
て
も
ら
う
。
夫
妻
譜
遇
の
吉
象
と
判
じ
る
。

⑨ 
以
上
に
か
か
げ
た
実
例
を
見
て
み
る
と
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
〈
夢
V
を
取
り
い
れ
て
い
る
作
品
は
、
特
に
元
曲
の
場
合
、
題
材
・
内
容
に
よ
っ
て
分
け
ら

れ
る
ど
の
分
野
の
作
品
に
も
及
ん
で
い
る
、
と
い
う
点
が
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
塩
谷
温
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
元
人
百
種
曲
は
、
史
劇



一
二
十
種
、
風
俗
劇
コ
一
十
一
種
、
風
情
劇
二
十
種
、
道
釈
神
怪
劇
十
九
種
に
分
け
ら
れ
る

Q

そ
の
う
ち
八
夢
〉
を
取
り
い
れ
た
作
品
は
二
十
二
種
（
二
十
四
例
）

で
あ
る
が
、
こ
の
分
類
に
従
っ
て
ふ
り
分
け
て
み
る
と
、
史
劇
に
五
種
、
風
俗
劇
に
七
種
、
風
情
劇
に
二
種
、
道
釈
神
怪
劇
に
八
種
と
な
る
。
道
釈
神
怪
劇
に

も
っ
と
も
多
く
、
風
情
劇
に
は
比
較
的
少
な
い
と
い
う
不
均
衡
も
あ
る
が
、
と
も
か
く
広
い
分
野
の
作
品
に
わ
た
っ
て
見
う
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

も
、
百
種
曲
中
に
二
十
二
種
（
二
十
四
例
）
と
い
う
数
は
、
五
種
の
う
ち
一
種
（
あ
る
い
は
四
種
に
つ
き
一
例
）
と
い
う
割
合
で
あ
る
。
「
元
曲
選
外
編
」
六
十

二
種
に
つ
い
て
い
え
ば
、
十
五
種
十
六
例
み
え
る
の
で
、
こ
の
割
合
は
さ
ら
に
高
く
な
る

Q

一
方
、
明
の
伝
奇
「
六
十
種
曲
」
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
五
十

七
種
中
（
注
＠
参
照
）
に
二
十
九
種
四
十
二
例
が
指
摘
さ
れ
る
。
雑
劇
が
短
編
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
が
長
編
で
あ
る
と
い
う
体
裁
上
の
相
異
は
、
も
ち

ろ
ん
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
〈
夢
〉
が
豊
富
に
取
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
雑
劇
以
上
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
様
相
と
い
う
点
で
両
者
を
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
八
夢
の
場
V
に
し
ろ
八
夢
語
り
〉
に
し
ろ
そ
の
基
本
的
な
か
た
ち
は
、
元
曲
に
お
い
て

ほ
ぽ
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
さ
ま

P

さ
か
な
題
材
の
下
に
描
か
れ
た
〈
夢
〉
の
種
々
相
が
、
だ
い
た
い
そ
の
ま
ま
明
曲
に
お
い
て
も
継

明
曲
に
至
っ
て
従
来
に
な
い
新
意
を
出
し
た
例
も
、
も
ち
ろ
ん
無
い
訳
で
は
な
い
。
ま
ず
第
一
に
挙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
湯
顕
祖
の
「
還
魂
記
」
第
十
働
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承
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

H

驚
夢
H

（E
C
①
）
で
あ
る
。
こ
の
戯
曲
に
登
場
す
る
柳
夢
梅
・
杜
麗
娘
と
い
う
一
対
の
男
女
、
こ
の
両
人
は
そ
れ
ぞ
れ
柳
宗
元
・
杜
甫
と
い
う
、
唐
代
一
流

の
大
文
学
者
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
最
も
理
想
的
な
、
こ
の
上
な
く
美
化
さ
れ
た
才
子
住
人
が
、
初
め
て
知
り
あ
い
契
り
を
交
す

の
が
、
夢
の
中
で
あ
っ
た
。

l
l麗
娘
が
花
園
の
中
に
あ
る
牡
丹
亭
で
、
空
し
く
過
す
わ
が
身
の
上
を
い
た
み
つ
つ
う
た
た
ね
を
す
る
と
、
柳
夢
梅
が
柳
の
枝

を
手
に
し
て
登
場
し
て
く
る
。
夢
梅
は
上
場
詩
を
念
じ
た
後
、
ず
っ
と
彼
女
の
後
を
つ
け
て
来
た
の
に
、
ど
う
し
て
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
言
っ

て
、
舞
台
前
面
を
歩
き
な
が
ら
ふ
と
奥
を
ふ
り
返
っ
て
、
そ
こ
に
眠
っ
て
い
る
麗
娘
を
見
つ
け
、
声
を
か
け
る
。
麗
娘
、
驚
い
て
起
ち
あ
が
り
、
両
人
は
初
め

て
顔
を
見
合
わ
す
。
ず
い
ぶ
ん
探
し
ま
し
た
よ
、
こ
ち
ら
に
い
ら
し
た
の
で
す
ね
、
と
い
う
夢
梅
を
麗
娘
は
横
目
で
見
て
、
お
し
だ
ま
っ
て
い
る
。
夢
梅
が
、

ち
ょ
う
ど
自
分
が
手
折
っ
て
来
た
柳
の
小
枝
、
こ
れ
を
詩
に
よ
ん
で
み
ま
せ
ん
か
と
言
え
ば
、
麗
娘
大
そ
う
喜
ん
で
何
か
言
お
う
と
す
る
が
、
す
ぐ
に
思
い
と

ど
ま
り
、
傍
白
を
の
ベ
る
。
t

｜
｜
こ
の
方
と
は
顔
見
知
り
で
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
こ
こ
へ
見
え
た
の
か
し
ら
。



：
：
：
且
白
隠
凡
而
眠
（
睡
介
夢
生
介
生
持
柳
枝
上
）
｜
｜
上
場
詩
略

i
l小
生
順
路
而
来
、
眼
著
杜
小
姐
回
来
、
窓
生
不
見
（
回
看
介
）
明
、
小
組
小
姐
、

（
旦
作
驚
起
相
見
介
生
）
小
生
那
一
慮
不
尋
訪
小
姐
来
、
伺
在
這
裏
（
旦
作
斜
視
不
語
介
生
）
恰
好
花
園
内
、
折
取
垂
柳
半
枝
、
姐
姐
、
保
既
滝
通
書
史
、
可

作
詩
以
賞
此
柳
枝
乎
（
E
作
驚
喜
欲
言
又
止
介
背
云
）
這
生
素
昧
平
生
、
何
因
到
此

ふ
つ
う
は
恰
か
も
ワ
ク
で
し
き
っ
た
よ
う
な
唐
突
な
夢
の
場
が
多
い
中
で
、
こ
こ
で
の
描
写
は
キ
メ
が
細
か
く
、
夢
の
導
入
部
と
し
て
は
ま
ず
巧
み
だ
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、
夢
梅
は
思
い
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
麗
娘
を
さ
そ
い
、
差
じ
ら
う
彼
女
を
抱
い
て
、
い
っ
た
ん
中
入
り
す
る
。
と
、
そ
こ
へ
入
れ

換
り
に
、
こ
の
花
園
を
守
護
す
る
花
神
が
登
場
す
る
。
二
人
は
後
日
の
姻
縁
が
あ
る
こ
と
、
麗
娘
の
遊
春
感
傷
の
心
が
夢
梅
を
夢
に
さ
そ
い
入
れ
た
こ
と
、
自

一
片
の
落
花
に
て
彼
ら
の
夢
を
驚
か
そ
う
、
と
舞
台
の
出
入
口
に
向
っ
て
花
を
落
し
、
舞
台
よ
り
下

分
は
彼
ら
を
守
護
し
歓
楽
を
尽
さ
せ
て
や
る
、
と
語
り
、

る
。
と
、
歓
会
を
終
え
た
両
人
が
、
手
を
と
り
あ
っ
て
再
び
現
わ
れ
、
た
が
い
に
離
れ
が
た
い
情
を
の
ベ
あ
っ
て
後
、
夢
梅
は
麗
娘
を
も
と
通
り
眠
ら
せ
て
、

何
度
も
ふ
り
返
り
な
が
ら
去
っ
て
い
く
。

こ
の
夢
の
場
を
、
私
は
ひ
そ
か
に
我
が
能
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
中
ほ
ど
に
登
場
す
る
花
神
を
、
ち
ょ
う
ど
ア
イ
に
相
当
す
る
と
見
れ
ば
、
こ
れ
は
前
後
両

段
に
分
れ
る
能
の
形
式
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
花
神
は
、
前
後
両
段
の
ツ
ナ
ギ
を
つ
と
め
る
一
方
、
主
題
を
説
き
明
か
す
説
明
役
を
も
か
ね
る
と
い

う
、
重
要
な
役
，
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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花
神
は
、
麗
娘
の
遊
春
感
傷
の
情
が
、
柳
秀
才
を
夢
に
さ
そ
い
入
れ
た
の
だ
と
説
き
明
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
結
ぼ
れ
る
べ
き
姻
縁
を
も
っ
柳
夢

梅
と
い
う
男
と
、
未
来
を
先
取
り
し
て
ま
ず
夢
の
中
で
会
い
契
り
を
交
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
彼
女
の
春
を
お
も
い
春
に
感
ず
る
心
の
切
実
さ
ゆ
え
で
あ

っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
柳
夢
梅
は
、
杜
麗
娘
に
と
っ
て
は
意
識
下
に
あ
る
思
い
人
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
れ
を
「
思
い
人
の
到
来
」
と
い
う
グ
ル

l

プ
に
入
れ
た
け
れ
ど
も
、
厳
密
に
い
え
ば
こ
こ
に
お
さ
ま
ら
な
い
、
他
に
類
例
の
な
い
タ
イ
プ
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
第
十
二
働
H

尋
夢
H

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
取
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
が
、
簡
単
に
一
言
で
す
ま
せ
て
お
く
。

麗
娘
は
、
夢
梅
と
の
夢
で
の
歓
会
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
ふ
た
た
び
夢
の
あ
と
を
尋
ね
て
牡
丹
亭
へ
と
さ
ま
よ
い
出
る
。
そ
し
て
、
な
つ
か
し
い
〈
夢
の
場
〉

を
、
こ
ん
ど
は
彼
女
ひ
と
り
の
回
想
に
よ
っ
て
、
て
い
ね
い
に
再
現
し
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。
回
想
は
、
や
や
も
す
る
と
過
去
を
美
化
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。



こ
こ
で
の
ナ
ラ
タ

i
ジ
ュ
が
、
夢
を
い
っ
そ
う
甘
美
に
鮮
明
に
よ
み
が
え
ら
せ
印
象
づ
け
て
い
て
、
単
な
る
〈
夢
語
り
V
を
越
え
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

後
に
ま
た
ふ
れ
る
が
、
〈
夢
V
は
多
く
の
戯
曲
作
家
に
と
っ
て
は
、
単
に
バ
タ
ン
と
し
て
し
か
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
文
学
的
モ

チ
ー
フ
と
し
て
、
意
識
的
に
戯
曲
の
中
に
取
り
入
れ
て
成
功
し
た
の
が
、
「
還
魂
記
」
で
あ
っ
た
。
従
来
の
パ
タ
ン
を
一
つ
乗
り
越
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ま

ず
こ
の
作
品
の
新
し
さ
が
認
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
意
味
で
逆
に
こ
れ
は
稀
有
の
例
だ
と
言
え
る
。

次
に
、
第
二
番
目
の
例
と
し
て
、
妻
子
令
作
「
西
楼
記
」
第
二
十
働
H

錯
夢
H

（E
C
②
）
の
場
合
を
取
り
挙
げ
て
み
る
。
子
叔
夜
な
る
才
子
と
、
平
康
里

の
妓
女
穆
素
徽
と
の
恋
愛
を
描
く
こ
の
戯
曲
は
、
当
時
人
々
か
ら
大
層
も
て
は
や
さ
れ
た
ら
し
い
。
中
で
も
特
に
こ
の
H

錯
夢
H

の
働
が
著
名
で
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
掲
夢
龍
が
代
作
し
た
の
だ
と
い
う
よ
う
な
、
ま
こ
と
し
や
か
な
逸
話
が
生
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
良
く
出
来
た
働
で
、
〈
夢
V
を
借
り
て
作

者
は
、
完
全
に
こ
れ
を
滑
稽
の
鋤
に
仕
立
て
あ
げ
た
。
作
者
の
意
図
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
ま
ず
そ
の
点
で
十
分
な
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
。

素
徽
恋
し
さ
の
余
り
病
い
の
床
に
ふ
し
た
叔
夜
は
、
登
場
し
て
夢
に
因
ん
だ
内
容
の
詩
を
吟
ず
る
。
風
に
よ
っ
て
燈
火
が
消
え
た
の
で
、
小
者
の
文
豹
を
呼

ぶ
。
道
化
役
の
文
豹
、
舞
台
に
上
る
や
、
自
分
が
夢
の
中
で
精
を
洩
ら
し
た
と
い
う
、
思
い
き
っ
て
卑
狼
な
内
容
の
一
段
を
、
詩
に
よ
み
こ
ん
で
披
涯
す
る
。
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明
り
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
叔
夜
は
恋
し
い
人
の
花
筆
を
取
り
出
し
、
涙
な
が
ら
に
眺
め
つ
つ
空
想
に
ふ
け
る
1
1
1

か
り
に
な
ぞ
ら
え
て
（
眼
を
と
じ
る
）
ま
な
こ
閉
じ
れ
ば

う
る
わ
し
の
君
よ
（
空
を
か
き
抱
く
）
腰
を
い
だ
き

肩
抱
き
し
む
れ
ば

香
気
か
す
か
に

ま
げ
の
辺
（
小
戸
で
う
た
う
）
い
と
し
い
人

そ
っ
と
呼
べ
ば

嫡
郷
な
瑞
ぎ
の

ま
ざ
ま
ざ
と

〔
琉
拍
猫
児
墜
〕

（
生
）
虚
空
模
擬
（
閉
限
介
）
閉
眼
見
揮
娼
（
虚
空
倣
接
抱
介
）
蝦
抱
腰
肢
接
定
肩

依
稀
呑
気
費
雲
辺
（
倣
低
唱
介
）
心
肝

情
叫

雪量＝ー

戸

似
聞
婿
哨

そ
し
て
、
今
宵
こ
そ
ど
う
か
月
明
り
に
乗
じ
て
夢
に
通
っ
て
き
て
ほ
し
い
、

と
綿
々
た
る
情
を
の
ベ
て
、

う
つ
ら
う
つ
ら
し
な
が
ら
夢
に
お
ち
い
っ
て
い

く
。
こ
こ
ま
で
が
夢
に
入
る
前
段
で
あ
る
が
、
た
し
か
に
こ
れ
で
は
夢
を
見
ず
に
は
す
む
ま
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
い
ち
ず
に
そ
の
雰
囲
気
を
舞
台
に
し
つ
ら

え
て
お
り
、
し
か
も
、
右
に
あ
げ
た
一
曲
な
ど
は
大
変
滑
稽
で
あ
っ
て
、
以
下
こ
の
働
で
狙
う
夢
の
お
か
し
き
と
よ
く
照
応
す
る
の
で
あ
る
。

叔
夜
が
眠
り
つ
く
と
、
小
生
が
生
（
叔
夜
）
の
魂
に
扮
し
て
登
場
し
て
く
る

Q

つ
ま
り
、
夢
の
中
で
の
子
叔
夜
は
、
別
個
の
役
者
（
小
生
）
が
演
ず
る
の
で



あ
る
。
従
っ
て
夢
か
ら
覚
め
る
と
き
に
は
、
舞
台
裏
で
ド
ラ
が
鳴
り
、
小
生
が
急
い
で
舞
台
上
か
ら
姿
を
消
す
と
、
眠
っ
て
い
た
本
体
の
生
が
大
戸
で
泣
き
な

が
ら
目
を
覚
ま
す
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
〈
夢
の
場
〉
を
劇
中
劇
と
し
て
特
別
に
意
識
し
た
、
作
者
の
新
し
い
工
夫
で
あ
ろ
う
。
こ
の
劇
独

自
の
面
白
い
演
出
で
あ
る
。

さ
て
、
夢
の
中
で
の
子
叔
夜
は
、
西
楼
ヘ
至
っ
て
案
内
を
乞
う
と
、
遺
り
手
の
養
母
が
出
て
く
る
が
、
彼
を
冷
た
く
あ
し
ら
っ
て
門
を
し
め
て
し
ま
う
。
次

に
侍
女
が
現
わ
れ
る
が
、
や
は
り
そ
っ
け
な
く
彼
を
閉
め
出
す
。
楼
上
に
は
客
が
い
て
ず
い
分
賑
や
か
な
よ
う
す
。
し
ば
ら
く
た
た
ず
ん
で
様
子
を
み
て
い
る

と
、
素
徽
と
お
ぼ
し
き
人
（
浄
扮
す
る
）
が
、
酔
っ
た
態
で
顔
を
掩
い
、
大
勢
の
連
中
と
共
に
や
っ
て
来
る
。
叔
夜
は
急
い
で
彼
女
を
捉
え
て
ふ
と
顔
を
見
れ

ば
、
こ
れ
が
ひ
ど
い
醜
女
な
の
で
び
っ
く
り
す
る
。
女
は
自
分
が
素
徽
で
あ
る
と
主
張
す
る
し
、
周
囲
の
連
中
は
よ
っ
て
た
か
っ
て
彼
を
さ
ん
ざ
丁
榔
す
る
、

と
い
う
と
こ
ろ
で
目
が
覚
め
る
。

す
で
に
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
夢
の
シ
l
ン
は
、
完
全
に
観
衆
の
意
表
を
つ
く
よ
う
な
展
開
の
し
か
た
を
す
る
。
夢
中
の
主
人
公
の
期
待
が
、
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事
件
の
進
展
と
と
も
に
こ
と
ご
と
く
う
ち
破
ら
れ
て
い
き
、
最
後
に
や
っ
と
願
い
が
か
な
っ
た
か
と
思
え
ば
、
こ
れ
が
と
ん
だ
見
当
は
ず
れ
で
あ
っ
た
。
し
か

も
み
ん
な
か
ら
こ
づ
き
目
さ
れ
る
と
い
う
、
ふ
ん
だ
り
け
っ
た
り
の
状
態
で
あ
る
。
だ
い
た
い
こ
の
思
い
人
が
到
来
す
る
と
い
う
類
型
は
、
文
字
通
り
到
来
す

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
み
ず
か
ら
進
ん
で
探
し
に
行
く
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
す
で
に
異
例
な
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
夢
の
シ
l
ン
の
展
開
の

し
か
た
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
言
え
ば
、
李
笠
翁
十
種
曲
の
一
「
風
等
誤
」
第
十
六
酌
H

夢
骸
“
に
描
く
夢
の
場
は
、
こ
の
H

錯
夢
H

の
風
を
継
ぐ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
夢
の
内

容
自
体
は
無
論
異
な
っ
て
い
る
が
、
事
件
の
展
開
の
し
か
た
が
完
全
に
観
衆
の
意
表
を
つ
き
、
喜
劇
的
方
向
を
目
ざ
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ど
ち

ら
も
一
致
す
る
。
結
構
第
一
と
論
じ
、
ま
ず
ス
ト
ー
リ
ー
の
面
白
さ
を
狙
う
と
い
う
の
が
、
李
笠
翁
の
行
き
方
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の

H

錯
夢
“
に
お
け
る
新

し
い
手
法
は
、
彼
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



以
上
、
従
来
の
類
型
の
ワ
ク
を
こ
え
て
、
新
し
い
行
き
方
を
示
し
た
明
曲
の
例
と
し
て
、
「
還
魂
記
」
お
よ
び
「
西
楼
記
」
の
場
合
を
挙
げ
て
み
た
。
こ
れ

ら
は
し
か
し
、
数
少
な
い
例
外
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
国
の
戯
曲
に
表
現
さ
れ
る
〈
夢
〉
の
種
々
相
は
、
大
よ
そ
基
本
的
な
か
た
ち
を
元
曲
に
よ
っ
て
方
向

づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
新
し
さ
を
附
加
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
稀
で
あ
っ
た
。
私
は
初
め
、
元
の
雑
劇
の
描
く
〈
夢
V
の
様
相
が
、
あ
る
い
は

後
世
の
戯
曲
に
あ
っ
て
は
次
第
に
そ
の
ワ
ク
を
広
げ
て
、
よ
り
多
様
化
し
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
が
、
結
局
そ
れ
は
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た

と
言
え
る
。

そ
れ
は
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
同
じ
パ
タ
ン
の
繰
り
返
し
な
の
で
あ
る
。
夢
の
様
相
も
、
い
っ
た
ん
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
が
出
そ
ろ
う
と
、
後
は
容
易
に
そ
れ
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が
パ
タ
ン
化
し
て
い
く
と
い
う
傾
向
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
傾
向
は
明
以
店
の
戯
曲
に
、
よ
り
顕
著
に
認
め
ら
れ
る

Q

い
ま
そ
の
例
を
、
二
つ
ば

か
り
挙
げ
て
み
よ
う
。
一
つ
は
、
「
義
侠
記
」
第
十
七
駒
H

悼
亡
H

（E
B
②
）
の
場
合
で
あ
る
。

（
武
松
ね
む
る
、
武
大
の
亡
霊
泣
き
な
が
ら
登
場
）
弟
よ
、
わ
し
は
恨
め
し
い
。
（
武
松
と
び
起
き
て
見
る
）
や
や
、
い
ま
し
が
た
夢
か
現
か
、
あ
り
あ
り
と

兄
貴
が
訴
え
。

（
生
睡
介
小
丑
肱
鬼
突
上
）
兄
弟
、
我
死
得
好
苦
（
生
眺
起
看
介
）
明
、
方
機
似
夢
非
夢
、
分
明
是
寄
膏
訴
寛

も
う
一
つ
は
、
「
懐
香
記
」
第
十
駒
H

蘭
闇
復
命
υ

（E
C
④
）
に
見
え
る
。

（
午
姐
、
夢
を
見
て
小
声
で
）
韓
さ
ま
、
ょ
う
こ
そ
。
わ
た
し
あ
な
た
が
と
っ
て
も
好
き
よ

Q

（
侍
女
春
英
、
午
組
に
身
を
よ
せ
て
聞
く
、
午
姐
は
侍
女
を
抱

く
）
あ
な
た
の
こ
と
ば
か
り
思
っ
て
る
の
、
ご
ぞ
ん
じ
か
し
ら
。
（
侍
女
笑
っ
て
）
お
嬢
さ
ま
、
あ
わ
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
韓
さ
ま
は
、

じ
き
に
お
越
し

で
す
。
（
午
姐
笑
っ
て
）
春
英
だ
っ
た
の
。

旦
倣
夢
低
声
）
韓
徳
真
、

侭
来
了
、

我
愛
殺
侭
也
（
貼
筒
旦
肝
介
旦
手
抱
貼
介
）
想
得
郎
緊
、

郎
知
之
否
（
貼
笑
介
）
小
姐
不
要
性
急
、

韓
官
人
就
来
也



（
日
一
笑
介
）
是
春
英
、

後
者
の
例
は
、
韓
徳
真
な
る
男
が
実
際
に
は
舞
台
に
は
現
わ
れ
な
い
の
で
、
い
わ
ゆ
る
八
夢
の
場
V
と
は
い
え
ぬ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
準
じ
る
も
の
と
み

て
い
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
例
は
、
単
に
パ
タ
ン
を
踏
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
お
座
な
り
の
場
面
で
あ
る
。
パ
タ
ン
と
は
、
本
来
没
個
性
的
な
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
中
に
安
易
に
お
さ
ま
っ
た
時
に
は
、
空
疎
化
し
形
骸
化
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
、
い
つ
も
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
は
じ
め
の
「
義
侠
記
」

の
作
者
は
、
明
万
暦
間
の
戯
曲
界
に
お
い
て
、
湯
氏
ひ
き
い
る
臨
川
派
と
覇
を
争
う
、
呉
江
派
の
開
祖
沈
環
で
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら
厳
格
に
曲
律
を
守
る
こ
と
を

も
っ
て
よ
し
と
す
る
こ
の
派
の
作
品
で
あ
る
点
が
、
特
に
興
味
深
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
い
ず
に
せ
よ
、
こ
う
い
っ
た
安
易
な
パ
タ
ン
化
へ
の
傾
向
は
、
ほ
ぼ
明
曲

全
般
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
同
じ
類
型
を
く
り
返
す
と
い
う
行
き
か
た
自
体
は
、
元
曲
の
中
に
す
で
に
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
馬
致
遠
作
「
漢
宮
秋
」
（
I
C
①
）
お
よ
び
白
仁
甫
作
「
梧
桐
雨
」
（
I
C
②
）
の
そ
れ
ぞ
れ
第
四
折
の
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
者
の
第

ハ
2
v

四
折
の
構
想
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
た
め
に
、
青
木
正
児
博
士
も
夙
に
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
も
う
一
つ
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
主
実
甫
作

「
西
廟
記
」
第
四
本
第
四
折
の
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
最
後
の
第
四
折
に
、
思
い
人
の
雀
鷺
々
が
あ
ら
わ
れ
て
、
張
君
瑞
は
夢
さ
め
て
後
彼
女
へ
の
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思
慕
を
い
っ
そ
う
つ
の
ら
せ
る
と
い
う
、
余
韻
標
紗
た
る
結
末
に
な
っ
て
お
り
、
前
二
者
の
場
合
と
趣
向
の
点
で
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
こ
の
「
西
廟
記
」
が
、
「
漢
宮
秋
」
や
「
梧
桐
雨
」
よ
り
時
期
的
に
遅
く
書
か
れ
た
と
し
て
も
、
こ
こ
で
の
〈
夢
の
場
〉
が
そ
れ

ら
の
場
合
を
模
倣
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
だ
け
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
曲
西
廟
記
の
直
接
の
藍
本
た
る
金
の
董
解
元
の
「
西

廟
記
諸
宮
調
」
に
、
す
で
に
こ
の
夢
の
場
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
北
西
廟
」
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
両
者
を
比
較
し
て
み

る
と
、
「
董
西
廟
」
で
は
、
鷺
々
が
紅
娘
に
勧
め
ら
れ
て
一
緒
に
手
を
と
り
あ
っ
て
君
瑞
の
後
を
追
っ
て
来
た
、
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
北
西
廟
」
の
方

は
、
鷺
々
は
母
親
や
紅
娘
の
目
を
逃
れ
て
、
た
だ
一
人
で
た
ず
ね
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
が
も
っ
と
も
大
き
な
相
異
で
あ
る
が
、

（

3
》

曲
牌
も
同
じ
も
の
を
用
い
て
曲
辞
の
一
部
を
踏
襲
し
た
跡
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

一
方
で
は
、

こ
の
よ
う
に
、
「
北
西
廟
」
に
見
ら
れ
る
夢
の
場
は
、
「
董
西
廟
」
に
倣
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
漢
宮
秋
」
や
「
梧
桐
雨
」
の
場
合
と
、
同
じ
類



型
の
中
に
入
れ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
思
い
人
の
到
来
す
る
シ
l
ン
と
し
て
は
、
こ
の
「
董
西
廟
」
の
行
き
方
が
、
最
も
古
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
う
な
る
と
「
漢
宮
秋
」
等
の
場
合
も
、
あ
る
い
は
こ
う
い
っ
た
先
行
芸
能
で
の
行
き
方
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
の
か
も
し
れ

向

lh

、。

4
恥
川
、
hvつ

い
で
に
言
え
ば
、
「
董
西
廟
」
の
中
に
は
実
は
も
う
一
つ
夢
の
シ
！
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。
張
生
が
西
廟
へ
忍
び
入
り
、
鴛
々
か
ら
こ
っ
ぴ
ど
く
や
っ
つ

け
ら
れ
た
後
、
自
分
の
部
屋
へ
帰
っ
て
寝
る
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
ー
ー
そ
の
夜
ふ
け
に
戸
を
た
た
く
者
が
あ
り
、
誰
か
と
思
え
ば
他
な
ら
ぬ
鷺
々
で
あ
っ

た
。
二
人
は
そ
こ
で
契
り
を
結
ぶ
が
、
寺
の
鐘
の
響
き
に
夢
破
ら
れ
る
、
と
い
う
一
段
が
、
語
り
且
つ
唱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
雑
劇
の
第
三
本
第

三
折
に
相
当
す
る
が
、
雑
劇
の
方
で
は
こ
の
夢
の
場
は
、
完
全
に
削
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
思
い
人
が
夢
に
あ
ら
わ
れ
る
シ

1
ン
と
し
て
は
、
先
の
例
と

ほ
と
ん
ど
相
い
類
似
す
る
の
で
、
雑
劇
の
作
者
は
同
じ
よ
う
な
場
面
の
重
複
を
さ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
こ
と
は
諸
宮
調
と
い
う

北
曲
雑
劇
発
生
以
前
の
演
芸
に
お
い
て
も
、
〈
夢
V
が
か
な
り
取
り
い
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
夢
が
類
型
化
さ
れ
て
い
る
第
二
の
例
と
し
て
は
、
「
珠
砂
担
」
（
I
D
②
）
と
「
盆
児
鬼
」
（
I
D
③
）
の
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る

Q

ど
ち
ら
も
裁
判
劇

で
、
全
体
の
筋
や
趣
向
の
点
で
類
似
点
が
多
い
が
、
こ
の
〈
夢
の
場
〉
も
同
様
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
第
一
折
に
、
は
た
ご
屋
に
泊
っ
た
主
人
公
が
悪
夢
を
見

る
。
夢
で
美
し
い
花
園
へ
と
入
っ
て
行
き
、

一
枝
手
折
ろ
う
と
す
る
と
悪
漢
が
現
わ
れ
て
殺
さ
れ
そ
う
に
な
る
、
と
い
う
大
筋
は
両
者
と
も
変
り
が
な
い
。
ま

た
「
漏
玉
蘭
」
（
I
D
④
）
第
一
折
に
も
、
女
主
人
公
が
悪
漢
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
夢
を
見
る
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
元
後
期
の
作
品
と
目
さ
れ
る
の
で
、
前

ハ
4
）

の
二
つ
の
作
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
「
砥
砂
担
」
で
花
を
手
折
ろ
う
と
す
る
と
、
ハ
ラ
ハ
ラ
と
花
び
ら
が
散
る
の
で
驚
く
と
い
う
く
だ
り
は
、
後
の
不
吉
な
出
来
事
を
暗
示
し
て
好
場
面

に
な
っ
て
い
る
が
、
明
末
の
呉
嫡
撰
「
療
妬
美
伝
奇
」
第
四
働
H

梨
夢
μ

が
、
こ
れ
と
同
じ
趣
向
を
用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
小
青
が
、
不
幸
な

身
の
上
を
嘆
き
な
が
ら
寝
に
つ
く
と
、
手
に
し
て
い
た
梨
の
花
の
一
枝
が
、
突
如
吹
き
ょ
せ
た
狂
風
に
ハ
ラ
ハ
ラ
と
ち
り
散
じ
る
の
を
夢
見
て
、
梨
は
離
で
あ

り
不
吉
な
前
兆
で
あ
る
と
悟
る
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
時
代
を
隔
て
た
二
つ
の
作
品
が
、
こ
の
よ
う
に
趣
向
を
同
じ
く
し
て
い
る
点
は
興
味
ぷ
か
い
。
お
そ

ら
く
こ
れ
は
「
珠
砂
担
」
等
既
存
の
作
品
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
成
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
も
し
そ
う
で
は
な
く
作
者
の
独
創
だ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
夢



に
お
け
る
発
想
が
、
時
代
は
ち
が
っ
て
も
変
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
う

Q

四

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
〈
夢
V
が
類
型
化
し
て
い
く
傾
向
は
、
す
で
に
元
曲
に
お
い
て
明
ら
か
に
こ
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
類
型
と
か
型
と
か
い
う
問
題
は
、
と
く
に
夢
に
限
っ
て
云
云
さ
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
。
中
国
の
演
劇
戯
曲
に
お
い
て
は
、
そ

の
全
体
的
な
構
成
も
細
部
に
わ
た
る
演
技
演
出
も
、
す
べ
て
が
型
通
り
な
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
H

型
H

が
全
体
を
支
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

A
9
v
 

て
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
夢
の
様
相
が
型
化
の
道
を
た
ど
る
の
も
、
ま
た
当
然
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
元
曲
と
明
曲
と
で
は
、
多
少
そ
の
性
格
や
傾
向
を
異
に
し
て

い
る
と
い
え
る
。
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大
よ
そ
元
曲
の
場
合
に
は
、
夢
を
見
る
に
い
た
る
過
程
や
動
機
が
、
素
直
・
素
撲
で
あ
り
、
ま
た
夢
の
内
容
そ
の
も
の
も
、
自
然
の
情
に
近
く
描
か
れ
て
い

る
と
感
ぜ
ら
れ
る
。
夢
を
あ
つ
か
っ
た
筒
処
が
個
々
の
作
品
の
中
で
、
な
か
な
か
好
場
面
と
な
っ
て
い
る
例
が
比
較
的
多
く
、

A
B
C
－
－
：
：
と
仮
り
に
分
類
し

て
み
た
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
相
応
の
出
来
ば
え
を
み
せ
て
い
る
例
を
、
い
く
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
八
夢
語
り
〉
の
方
で
の
例
と
し
て
「
繍
湘
雨
」
第
四
折
（
E
A
①
）
を
取
り
挙
げ
て
み
よ
う
。

廉
訪
使
張
天
覚
が
、
興
児
と
い
う
家
来
を
つ
れ
て
、
雨
の
中
を
臨
江
駅
に
た
ど
り
つ
く
。
し
ば
ら
く
横
に
な
る
か
ら
決
し
て
さ
わ
ぎ
た
て
で
は
な
ら
ぬ
、

と
言
い
つ
け
て
や
す
む
と
、
そ
こ
へ
た
ま
た
ま
、
無
実
の
罪
に
問
わ
れ
た
娘
の
翠
鷺
が
、
護
送
役
人
に
ひ
き
た
て
ら
れ
て
や
っ
て
来
る
。
翠
驚
は
役
人
か
ら
食

べ
も
の
を
め
ぐ
ん
で
も
ら
っ
た
り
す
る
が
、
わ
が
身
の
境
遇
の
み
じ
め
き
を
思
い
、
ま
た
行
方
し
れ
ず
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
父
親
の
こ
と
を
思
っ

て
、
涙
に
く
れ
る
。
す
る
と
張
天
覚
は
、
そ
の
泣
き
芦
の
た
め
に
眠
り
を
覚
ま
さ
れ
て
し
ま
う
。
い
ま
自
分
は
ち
ょ
う
ど
娘
翠
驚
の
こ
と
を
夢
に
見
て
い
た
、

娘
が
過
ぎ
し
日
の
こ
と
を
語
ろ
う
と
し
て
い
た
、
そ
れ
な
の
に
、
い
っ
た
い
誰
が
こ
の
夢
を
破
っ
た
の
か
、
と
言
っ
て
家
来
の
輿
児
に
当
り
散
ら
す
。
｜
｜
こ

こ
で
は
、
張
天
覚
の
見
る
夢
と
舞
台
上
の
現
実
と
が
交
錯
し
て
、
な
か
な
か
面
白
い
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
張
天
覚
と
翠
鷺
の
中
間
に
、
輿
児
と
護
送
役
人
お



よ
び
宿
場
役
人
の
三
人
を
介
在
さ
せ
て
、
滑
稽
ま
じ
り
の
活
躍
を
さ
せ
る
演
出
は
、
い
か
に
も
古
典
劇
ら
し
い
風
格
を
み
せ
て
巧
み
で
あ
る
。

ま
た
、
「
来
生
債
」
第
一
折
（
E
A
②
）
で
の
磨
博
士
や
、
「
盆
児
鬼
」
第
一
・
二
折
（
E
A
③
）
で
の
盆
確
越
の
語
り
く
ち
を
み
て
も
、
内
容
は
ご
く
つ
ま

ら
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
非
常
に
単
純
素
撲
な
表
現
と
し
て
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い
っ
た
性
格
の
〈
夢
語
り
V
は
、
明
曲
に
は
ま
っ

た
く
見
当
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

王
国
維
は
、
「
元
曲
ノ
佳
処
ハ
何
ク
ニ
カ
在
ル
、

（

5
）
 

一
一
吉
以
テ
之
ヲ
蔽
ヘ
バ
、
日
ク
自
然
ノ
ミ
」
と
指
摘
す
る
が
、
こ
の
言
は
、
な
べ
て
そ
こ
に
扱
わ
れ
る

〈
夢
V
の
様
相
を
も
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
明
曲
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
明
の
伝
奇
が
好
ん
で
取
り
あ
げ
る
の
は
、
才
子
佳
人
の
悲
歎
離
合
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
、

歴
史
上
に
名
高
い
一
対
の
男
女
（
生
と
旦
）
が
、
い
く
波
欄
の
末
に
は
再
び
め
ぐ
り
会
っ
て
、
か
な
ら
ず
団
円
と
な
る
。
そ
の
聞
の
経
由
を
描
く
の
に
、
何
十

幕
と
い
う
無
制
限
の
長
さ
を
も
っ
て
つ
づ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

万
暦
年
間
の
人
許
自
昌
の
「
水
誹
記
」
（
三
十
二
働
）
は
、
小
説
「
水
論
伝
」
の
第
十
三
回
か
ら
二
十
回
に
み
え
る
、
宋
江
と
晃
蓋
に
関
す
る
故
事
を
演
じ

て
い
る
が
、
宋
江
（
生
）
に
対
し
て
妻
孟
氏
（
旦
）
を
配
し
、
最
後
に
は
夫
婦
再
会
の
大
団
円
で
あ
る
。
沈
環
撰
「
義
侠
記
」
（
三
十
六
働
）
も
、
同
小
説
第
二

十
二
回
か
ら
三
十
固
ま
で
に
相
当
す
る
武
松
の
事
蹟
を
劇
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
武
松
（
生
）
に
は
、
幼
い
頃
よ
り
の
許
嫁
と
い
う
買
氏
（
日
一
）
が
お
り
、

- 22ー

結
局
は
両
人
一
緒
に
な
っ
て
め
で
た
し
と
な
る
。

宋
江
や
武
松
に
妻
君
が
い
た
と
い
う
話
し
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
一
対
の
H

才
子
佳
人
H

も
、
ま
さ
に
型
通
り
い
っ
た
ん
別
れ
て
後
に

か
な
ら
ず
め
ぐ
り
会
う

Q

是
が
非
で
も
そ
う
い
う
か
た
ち
に
し
な
く
て
は
お
さ
ま
ら
ぬ
、
と
い
う
の
が
伝
奇
の
行
き
方
な
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
条
件
の
ワ
ク
の
中
で
の
世
界
は
、
い
わ
ば
現
実
の
庶
民
生
活
・
庶
民
感
情
と
は
あ
る
距
離
を
も
っ
た
、
作
り
ご
と
の
世
界
で
あ
っ
て
、
良
か
れ

悪
し
か
れ
作
為
的
に
、
時
と
し
て
は
強
引
に
、
こ
と
さ
ら
仕
立
て
あ
げ
て
い
く
と
い
う
傾
向
を
、
強
め
ざ
る
を
得
な
い
面
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

こ
で
扱
わ
れ
る
八
夢
〉
も
、
概
し
て
同
じ
傾
向
を
帯
び
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
鳴
鳳
記
」
第
八
働
（
E
A
⑦
）
あ
る
い
は
「
金
蓮
記
」
第
三
十
働
（
E
A
8
）
の
よ
う
に
、
複
数
の
人
物
が
こ
と
さ
ら
あ
る
場
所
へ
出
か
け
て



行
っ
て
、
同
時
に
夢
を
見
て
神
託
を
得
る
と
い
う
よ
う
な
、
は
な
は
だ
作
為
的
な
方
向
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。
「
八
義
記
」
第
十
七
働
（
町
B
⑤
）
お
よ

び
「
義
侠
記
」
第
三
十
一
働
（
町
B
⑧
）
の
場
合
も
、
こ
れ
に
準
じ
る
例
と
み
て
よ
い
。

ま
た
、
「
琵
琶
記
」
第
二
十
七
働
（
E
A
1
）
「
種
玉
記
」
第
二
鋤
（
E
A
②
）
「
玉
瑛
記
」
第
二
十
五
駒
（
E
A
①
）
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
奇
蹟
を
あ
っ
か

う
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
夢
託
や
夢
兆
を
得
る
と
い
う
例
が
、
よ
り
一
層
多
く
な
っ
て
い
る
点
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
が
作
り
ご
と

の
世
界
で
あ
っ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
も
非
現
実
的
な
方
向
へ
走
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
に
、
や
や
も
す
れ
ば
御
都
合
主
義
的
な
〈
夢
〉
に
な
り
や
す
く
、

夢
の
形
象
を
借
り
れ
ば
、

如
が
も
た
ら
す
一
種
の
弛
緩
に
よ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

一
応
簡
単
に
説
明
が
つ
い
て
し
ま
う
安
易
さ
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
面
が
、
出
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
緊
張
の
欠

一
つ
に
は
、
無
制
限
に
何
十
幕
か
ら
成
る
長
編
で
あ
る
と
い
う
構
成
上
の
特
質
が
、
と
も
す
る
と
そ

う
い
っ
た
弛
緩
を
容
易
に
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、

一
本
四
折
と
い
う
適
度
な
長
さ
に
定
め
ら
れ
た
元
曲
に
く
ら
べ
て
、
明
曲
は
不
利
な
条
件
に
あ
っ
た

と
も
い
え
る
。

さ
ら
に
、
明
曲
に
お
け
る
一
つ
の
特
色
は
、
〈
夢
語
り
V
の
後
に
夢
占
の
場
が
附
随
す
る
例
の
多
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
も
っ
と
も
明
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曲
で
の
特
色
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
が
非
常
に
長
編
で
あ
る
と
い
う
構
成
面
の
特
色
と
、
そ
の
作
者
が
総
じ
て
教
養
あ
る
読
書
人
で
あ

っ
た
と
い
う
、
作
者
の
側
の
特
色
の
二
方
面
か
ら
、
主
と
し
て
八
夢
占
の
場
V
の
多
い
理
由
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
構
成
面
の
特
色
は
、
ま
ず
こ
の
よ

う
な
劇
の
本
筋
か
ら
は
不
必
要
と
も
思
わ
れ
る
、
サ
ブ
プ
ロ
ッ
ト
を
も
っ
余
裕
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
読
書
人
た
る
作
者
は
、
こ
こ
で
彼
ら
の
知
識
や

教
養
を
示
し
、

一
種
の
知
的
な
遊
び
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
涜
紗
記
」
（
百

B
①
②
）
は
夢
占
を
め
ぐ
っ
て
、
面
白
く
サ
ブ
プ
ロ
ッ
ト
を
展
開
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
｜
｜
第
二
十
八
働

H

見
王
H

で
、
呉
王
（
浄
）
が

自
分
の
見
た
不
思
議
な
夢
を
語
っ
て
、
ま
ず
太
宰
大
夫
（
丑
）
に
吉
凶
を
占
わ
せ
る
。
彼
は
こ
れ
を
吉
と
判
ず
る
が
、
次
に
隠
者
の
公
孫
聖
を
招
い
て
解
か
せ

る
こ
と
に
す
る
。
第
二
十
九
齢

H

聖
別
μ

は
、
公
孫
聖
が
す
で
に
自
分
の
身
に
災
厄
の
下
る
こ
と
を
倍
っ
て
い
る
と
、
は
た
し
て
王
か
ら
の
迎
え
が
来
た
の

で
、
母
親
と
別
れ
を
惜
し
む
。
第
三
十
二
酌
H

諌
文
H

で
は
、
宮
中
に
至
っ
た
公
孫
聖
が
、
王
の
夢
を
解
い
て
凶
と
判
じ
、
怒
り
に
ふ
れ
て
つ
い
に
殺
さ
れ
る

に
至
る
．
ー
ー
と
い
う
荒
筋
で
あ
る
が
、
と
く
に
第
二
十
九
闘
を
設
け
た
と
こ
ろ
が
珍
ら
し
く
、
い
か
に
も
伝
奇
ら
し
い
展
開
で
あ
る
と
い
え
る
。



「
運
壁
記
」
第
二
十
三
駒
H

折
翼
著
夢
H

（町
B
⑥
）
の
場
合
に
は
、
作
者
が
み
ず
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
趣
き
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
陶
侃
（
生
）
が
夢

語
り
を
し
て
後
、
夢
に
つ
い
て
ひ
と
理
窟
の
ベ
、
さ
ら
に
卜
者
を
呼
ぶ
よ
う
小
者
に
言
い
つ
け
る
。
小
者
は
柳
神
仙
（
丑
）
と
い
う
男
を
た
ず
ね
る
が
、
道
化

役
で
あ
る
柳
は
鏡
舌
を
弄
し
て
、
夢
に
つ
い
て
の
ふ
ざ
け
た
講
釈
を
し
た
り
し
て
い
る
。

主
た
、
「
精
忠
記
」
第
十
三
駒
μ
兆
夢
H

（W
B
③
）
で
は
、
岳
飛
の
母
親
に
招
か
れ
た
二
人
の
道
士
（
浄
丑
）
が
、
彼
女
の
求
め
に
応
じ
て
、
延
々
四
百
三

十
字
に
お
よ
ぶ
績
を
歌
い
あ
げ
、
中
に
調
名
・
曲
牌
名
を
た
っ
ぷ
り
織
り
こ
ん
だ
り
し
て
い
る
。
作
者
の
遊
び
の
精
神
を
明
ら
か
に
見
て
と
っ
て
い
い
で
あ
ろ

う

五

八
夢
V
は
、
古
来
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
、
文
学
作
品
の
中
に
取
り
い
れ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
い
っ
た
い
中
国
の
戯
曲
文
学
に
は
、
ど
う
し
て

こ
の
よ
う
に
、
夢
を
演
じ
夢
を
語
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
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演
じ
ら
れ
る
舞
台
と
の
関
係
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
中
国
の
舞
台
は
大
道
具
を
用
い
な
い
、
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
わ
が
国
の
能
舞
台
の
よ
う
に
観
客
席
に
つ
き
出
て
い

－HE
’u

’
 

て
、
観
客
と
の
聞
を
隔
て
る
幕
が
な
く
、
ま
た
背
景
も
な
い
。
舞
台
奥
の
左
右
に
設
け
ら
れ
た
鬼
門
道
と
称
す
る
出
入
口
が
、
楽
屋
と
舞
台
と
を
結
ん
で
お

り
、
役
者
は
こ
こ
か
ら
出
入
り
す
る
。
こ
う
い
う
簡
素
な
舞
台
で
、
役
者
は
珊
末
と
よ
ば
れ
る
小
道
具
類
を
使
用
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
演
技
も
従
っ
て
約

束
事
が
多
く
、
独
自
や
傍
白
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
る
し
、
ま
た
時
間
や
空
間
の
問
題
は
、
き
わ
め
て
簡
略
に
処
理
し
て
し
ま
う
。
「
戯
台
方
寸
地
、
一
転
万
重

山
」
と
い
う
こ
と
ば
が
示
す
通
り
、
せ
ま
い
舞
台
を
ぐ
る
り
と
一
ま
わ
り
す
る
だ
け
で
、
幾
山
河
を
の
り
越
え
て
行
く
数
年
が
か
り
の
苦
難
の
旅
路
、
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
舞
台
で
あ
れ
ば
、
八
夢
の
場
V
の
演
出
は
、
当
然
容
易
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
舞
台
の
条
件
が
〈
夢
の
場
〉
を
設
定
す
る
こ
と
を
、
た
い



る
こ
と
は
出
来
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

へ
ん
容
易
な
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
〈
夢
V
と
の
結
び
つ
き
を
深
く
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
こ
の
点
を
抜
き
に
し
て
、
考
え

一
歩
退
い
て
考
え
て
み
る
と
、
多
少
の
疑
い
が
持
た
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
は
た
し
て
こ
れ
が
、

実
際
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
た
か
、
ど
う
か
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
ま
ず
こ
う
い
っ
た
舞
台
の
条
件
は
、
か
な
ら
ず
し
も
中
国
に
の
み
特
有
の
こ
と
で
は
な
い
。
大
道
具
を
用
い
ず
小
道
具
だ
け
の
簡
素
な
舞
台

で
あ
る
こ
と
、
幕
や
背
景
を
用
い
な
い
こ
と
、
独
自
や
傍
自
の
あ
る
こ
と
等
々
、
こ
れ
ら
は
ギ
リ
シ
ャ
や
イ
ン
ド
の
古
劇
、
あ
る
い
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇

に
も
通
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
わ
が
国
の
能
も
無
論
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
、
ど
こ
の
国
の
民
族
も
持
っ
て
い
る
、
演
劇
の
原
始
的
な
か
た
ち
な
の

だ
と
解
し
て
よ
い
と
思
う
。

ギ
リ
シ
ャ
劇
で
は
、
と
き
お
り
八
夢
語
り
V
の
例
が
白
地
う
け
ら
れ
る
。
ソ
ポ
グ
レ
ス
の
『
エ
レ
ク
ト
ラ
』
に
こ
れ
が
二
例
見
え
る
の
が
最
も
多
い
ほ
う
で
あ

ろ
う
が
、
八
夢
の
場
V
に
つ
い
て
は
ま
だ
そ
の
例
を
知
ら
な
い
。
ま
た
、
イ
ン
ド
劇
で
は
、
ヵ
l
リ
ダ
l
サ
お
よ
び
シ
ュ

l
ド
ラ
カ
の
作
品
に
関
す
る
限
り
、

こ
れ
は
皆
無
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
に
つ
い
て
は
、
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ

I
ザ
l
』
第
二
幕
第
二
場
で
、
シ
l
ザ
ー
が
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妻
の
見
た
悪
夢
を
語
っ
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
他
に
も
無
論
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
結
局
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
思
え
な
い
。

能
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
夢
幻
能
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
作
品
が
、
ま
ず
思
い
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
夢
ま
ぼ
ろ
し
の
能
と
い
う
よ
う
に
、
幽
玄
の
境
地
を

目
指
す
こ
れ
ら
の
能
に
お
け
る
〈
夢
V
と
、
中
国
の
戯
曲
に
お
け
る
あ
く
ま
で
も
現
世
的
な
八
夢
V
と
を
、
は
た
し
て
同
等
に
と
ら
え
て
い
い
か
ど
う
か
、
実

の
と
こ
ろ
、
や
や
臨
時
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
同
じ
夢
幻
能
と
い
っ
て
も
、
『
井
筒
』
『
松
風
』
『
東
北
』
『
半
蔀
』
の
よ
う
に
、
結
末
に
こ
れ
を
は
っ

き
り
ワ
キ
の
見
た
夢
だ
っ
た
と
す
る
例
は
、
む
し
ろ
数
の
上
で
は
少
な
い
、
と
い
う
皮
相
の
見
を
の
べ
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

つ
い
で
に
、
歌
舞
伎
の
場
合
を
考
え
て
み
る
。
私
が
思
い
出
せ
る
範
囲
で
は
、
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
歌
舞
伎
十
八
番
の
中
の
『
矢
の
根
』
で
、
眠
っ
た
五
郎

の
夢
に
十
郎
の
幻
が
あ
ら
わ
れ
て
救
い
を
求
め
る
。
も
う
一
つ
は
南
北
の
『
四
谷
怪
談
』
の
大
詰
、
本
舞
台
に
先
立
つ
「
夢
の
場
」
で
、
病
気
の
伊
右
衛
門
が

見
る
悪
夢
で
あ
る
。
他
に
も
例
は
あ
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
大
道
具
を
用
い
る
舞
台
で
あ
っ
て
も
八
夢
〉
は
演
出
で
き
る
と
い
う
点
が
、

逆
に
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



調
査
は
決
し
て
充
分
で
は
な
い
が
、
ご
く
大
ま
か
な
と
こ
ろ
他
国
の
戯
曲
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
中
国
に
お
け
る
ほ
ど
深
い
〈
夢
V
と
の
関
わ
り
を
持
つ

て
い
な
い
と
断
じ
て
さ
し
っ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、
や
は
り
中
国
の
戯
曲
に
お
け
る
〈
夢
〉
の
問
題
を
、
舞
台
と
の
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
る
見
方
は
、
あ
く
ま
で
も
消
極
的
な
理
由
に
し
か
な

ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
こ
れ
を
さ
さ
え
る
も
っ
と
積
極
的
な
理
由
が
、
ほ
か
に
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

中
国
の
戯
曲
を
読
ん
で
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
超
自
然
的
な
事
象
に
ふ
れ
る
こ
と
の
余
り
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
神
や
霊
魂
、
ま
た
超
能
力
者
と
い

う
意
味
で
は
神
と
同
類
の
、
仙
人
・
道
士
等
々
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
登
場
し
て
く
る
。
あ
の
世
と
こ
の
世
の
聞
に
も
距
離
を
お
く
こ
と
な
く
、
自
由
に
往
き
来
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
夢
は
、
い
わ
ば
こ
の
超
自
然
界
と
の
聞
の
通
路
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
こ
れ
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
む
し
ろ
こ
の
正
規
の
ル

l
ト
を
無
視
し
て
し
ま
う
場
合
の
方
が
、
ず
っ
と
多
い
の
で
あ
る
。
と
く
に
長
編
の
伝
奇
で
は
、
ど
う
い
う
か
た
ち
に
し
ろ
一
編

を
通
し
て
、
ま
っ
た
く
超
自
然
的
な
事
象
が
出
て
こ
な
い
例
は
、
か
え
っ
て
数
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
、
ま
っ
た
く
不
必
要
、
唐
突
だ

こ
れ
は
し
か
し
、
戯
曲
だ
け
が
も
っ
特
色
で
は
な
く
、
な
か
ん
ず
く
同
じ
虚
構
の
文
学
で
あ
る
小
説
の
中
に
、
す
で
に
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
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と
も
思
え
る
よ
う
な
出
し
方
を
し
て
い
る
例
だ
っ
て
少
な
く
な
い
。

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
国
の
小
説
は
、
六
朝
時
代
に
お
い
て
摩
詞
不
思
議
な
超
自
然
的
な
出
来
事
を
し
る
す
志
怪
小
説
と
い
う
か
た
ち
で
、
そ
も
そ
も
出
発

し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
後
、
唐
の
伝
奇
小
説
か
ら
、
さ
ら
に
こ
の
流
れ
を
く
む
文
語
小
説
の
、
明
の
『
勇
燈
新
話
』
清
の
『
柳
斎
志
異
』
等
々
は
、
い
ず
れ
も

怪
異
談
の
プ

I
ル
で
あ
る
。
一
方
、
白
話
小
説
の
方
で
は
、
短
編
を
集
め
た
宋
の
『
京
本
通
俗
小
説
』
明
の
『
今
古
奇
観
』
等
々
一
連
の
系
統
が
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
中
に
は
、
神
仙
談
や
怪
談
的
な
話
柄
が
少
な
か
ら
ず
見
う
け
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
長
編
の
白
話
小
説
の
、
『
西
遊
記
』
は
い
う
に
及
ば
ず
『
水
誹
伝
』

『
三
国
志
演
義
』
等
に
お
い
て
も
、
部
分
的
に
は
超
自
然
的
な
出
来
事
の
、
や
は
り
少
な
く
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
眺
め
て
み
る
と
、
中
国
人
が
い
か
に
「
怪
力
乱
神
」
を
語
り
か
っ
耳
に
す
る
こ
と
を
好
む
民
族
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
に
思
い
至
ら

ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
孔
子
が
こ
と
さ
ら
「
怪
力
乱
神
山
を
口
に
し
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
す
で
に
当
時
の
人
々
が
好
ん
で
こ
れ
を
日
に
し

て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
が
同
時
に
、
現
実
の
息
苦
し
き
か
ら
気
分
を
解
放
さ
せ
る
効
用
を
も
っ
て
い
た
と
と
は
、
一
一
一
一
円



う
ま
で
も
な
い
。
儒
教
は
表
看
板
で
あ
っ
た
。
一
方
で
は
「
怪
力
乱
神
」
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
平
然
と
両
立
さ
せ
る
の
が
、
中

国
人
の
現
実
主
義
で
あ
っ
た

Q

と
に
か
く
、
中
国
人
の
こ
の
点
に
対
す
る
好
尚
は
、
彼
ら
の
現
実
主
義
と
あ
い
侯
っ
て
、
と
り
わ
け
儒
教
の
力
の
お
よ
ば
な
い

虚
構
の
文
学
の
中
に
お
い
て
、
よ
り
自
由
閥
達
に
表
現
し
発
揮
す
る
こ
と
を
得
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
神
話
や
道
教
や
仏
教
や
そ
の
他
諸
々
の

「
怪
力
乱
神
」
を
含
め
て
、
お
よ
そ
儒
教
的
で
は
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
、
ず
い
ぶ
ん
と
賑
か
に
入
り
こ
ん
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
戯
曲
の
中
に
超
自
然
的
な
出
来
事
が
多
く
見
う
け
ら
れ
る
の
も
、
き
わ
め
て
納
得
し
や
す
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
八
夢
V
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
の
代
表
的
な
一
項
目
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
八
夢
V
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
虚
構
の
文
学
に
の
み
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
正
統
の
文
学
た
る
詩
や
賦
の
中
に
お
い
て
も
、
こ
れ
が
題
材
と
し
て

好
ん
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
想
起
せ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
〈
夢
V
は
、
中
国
人
に
と
っ
て
発
想
上
の
一
つ
の
パ
タ
ン
と
な
っ
て
い
る
面
が
、
あ
り
は
し

な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
間
題
を
右
の
よ
う
に
解
釈
し
た
と
き
、
た
と
え
ば
、
な
く
と
も
が
な
と
思
え
る
〈
夢
語
り
V
の
、
あ
ま
り
に
多
い
こ
と
に
対
す
る
疑
問
な
ど
も
解
け
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
他
の
国
の
戯
曲
と
比
べ
て
み
て
も
、
さ
ほ
ど
意
味
が
あ
る
と
も
思
え
な
い
夢
語
り
が
、
多
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
少
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な
く
と
も
、
舞
台
と
の
関
係
に
お
い
て
と
く
わ
け
に
い
く
ま
い
。

た
だ
八
夢
の
場
V
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ま
ず
観
客
の
視
覚
に
訴
え
る
と
い
う
点
で
、
手
取
り
早
い
あ
る
種
の
効
果
を
う
む
た
め
に
、
と
に
か
く

便
利
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
効
用
が
、
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
便
利
さ
を
取
る
と
い
う
彼
ら
の
功
利
主
義
も
、
多
少
は
は
た
ら
い
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
、
舞
台
上
の
時
間
空
間
を
い
と
も
た
や
す
く
処
理
し
た
り
、
ま
た
、
超
自
然
の
事
象
を
比
較
的

簡
単
に
舞
台
上
に
あ
っ
か
い
現
実
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
そ
の
こ
と
自
体
、
や
は
り
彼
ら
の
強
靭
な
現
実
主
義
に
、
裏
う
ち
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
し
た
い

Q

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
と
り
上
げ
る
〈
夢
V
の
問
題
は
、
中
国
人
の
思
考
法
・
発
想
法
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
や
や
も
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
か
た

ち
で
、
多
方
面
へ
問
題
は
拡
散
し
て
い
く
。
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
、
戯
曲
に
お
け
る
そ
の
様
相
を
さ
ぐ
り
、
き
わ
め
て
大
ま
か
な
考
え
を
の
べ
て
み
た
の
で

あ
る
。
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こ
の
う
ち
「
北
西
廟
」
「
南
西
廟
」
お
よ
び
碩
園
制
定
本
「
還
魂
記
」
の
三
種
を
除
く
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
対
象
と
す
る
の
は
、
五
十
七
種
の
伝

奇
で
あ
る
、

『
元
人
雑
劇
序
説
』
一
三

O
頁。

董
西
廟
の
方
で
は
、
驚
々
と
紅
娘
が
現
わ
れ
て
君
瑞
が
び
っ
く
り
す
る
箇
所
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
費
調
〕
〔
慶
宣
和
〕
是
人
後
疾
忙
快
分
説
是
鬼
後
応
速
滅
入
門
来
取
剣
取
不
迭
両
箇
来
的
近
也
近
也

O
君
瑞
回
頭
此
一
石
駅
再
半
嗣
療
呆

回
虞
作
喜
唱
一
声
時
却
是
組
組
那
組
姐

（
う
た
）

H

人
な
ら
ば
は
よ
う
明
か
せ
幽
霊
な
ら
ば
と
く
消
え
よ
H

入
り
き
た
る
に
剣
を
ば
し
か
と
撮
り
た
り
ニ
つ
の
か
げ
迫
り
来
ズ
ズ

ッ
と

O
君
瑞
そ
ち
ら
を
見
や
っ
て
し
ば
し
呆
然
た
り
し
が
や
れ
嬉
し
ゃ
の
ひ
と
声
さ
て
は
ひ
め
ぎ
み
い
と
し
の
人
よ

北
西
廟
は
、
こ
の
箇
所
を
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

〔
慶
宜
和
〕
是
人
阿
疾
忙
快
分
説
是
鬼
阿
合
速
速
滅
（
旦
云
）
是
我
。
老
夫
人
睡
了
、
想
倣
去
了
阿
、
幾
時
再
得
見
、
特
来
和
総
同
去
。
（
末
唱
）

聴
説
罷
将
香
羅
袖
児
挽
卸
元
来
是
姐
姐
姐
姐

（
君
瑞
う
た
う
）
人
な
ら
ば
は
よ
う
明
か
せ
幽
重
な
ら
ば
と
く
消
え
よ
（
鷺
々
い
う
）
わ
た
く
し
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
母
さ
ま
が
お
や
す
み
に
な

り
、
お
も
え
ば
あ
な
た
さ
ま
と
は
、
い
つ
ま
た
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
か
。
た
だ
も
う
恋
し
く
て
、
ご
一
緒
せ
ん
と
ま
い
り
ま
し
た
。
（
君
瑞
う
た

う
）
聞
き
終
え
て
薫
り
ゆ
か
し
き
袖
を
ひ
き
寄
す
さ
て
は
ひ
め
ぎ
み
い
と
し
の
人
よ

厳
敦
易
『
元
劇
掛
疑
』
＝
二
九
頁
参
照
。

『
宋
元
戯
曲
史
』
第
十
二
章
。
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